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フロリダ大学ラテン・アメリカ研究センター

Center of Latin American Studies, the University of Florida 

フロリダ大学は約 1(X)年の歴史を持ち，農業・技術部

11りで特に発J殿をみた数多いアメリカの州立大学の一つだ

が，現在学生数1万5000をこえ，アメリカ南部で最大の

大学であるとともに，古くからラテン・アメリカ色の強

い点に特色の一つがある。現在約700人の外国人学生の

うち， 279人が，ラテン・アメリカ諸国の学生で，キュ

ーバ人 (152人）と中米出身の学生（パナマを含めて44人）

の多いことが目立つ。

したがって，この大学におけるラテン・アメリカ研究

は盛んで，ラテン・アメリカに1i1してはアメリカで政大

の購座数を持ち，またこの大学の「ラテン・アメリカ l~f

究センクー」は，アメリカでも妓もlr（要なものの一つで
ある。アンダー・グラデュエートでも， 「ラテン・アメ

リカ研究の学士号が与えられ，また歴史の古い歴史学部

では特にラテン・アメリカ研究が盛んである。

「ラテン・アメリカ研究センター」の前身である School

of Inter-American Studiesについては，すでに，桜井

雅夫『ラテン・アメリカ経済研究事情』 （アジア経済研

究シリーズ第33集）に紹介されているから，ここでは，

特に最近の事梢について紹介することにしたい。

「ラテン・アメリカ研究センクー」は昨年10月に，

School of Inter-American Studiesとその他の諸計両を

ひきついで設立された。 Directorは，歴史学部のマキャ

リスクー教授(LyleN. McAlister)である。かれは主著

TIie Flヽeralvlilitar in New S{,ainで知られ．琳I！りは

植民地メキシコである。設立にあたっての主要な変革は

機栴而において集権化が行なわれ，従来バラバラに行な

われていた諸計画が Director の手に統括されたこと，

集権化によって新規の計画を加えることが容易になった

ことである。地域研究としてのラテン・アメリカ研究に

対してこれまで与えられていた Ph.D.の称号は，卒業

生の進路という実際的な見地から，これ以上与えないこ

とになった。 M.A.の称号については今までどおりで

変化はないが， Ph.D.は地域研究，人類学以外の経済，

政治，農業経済，地理，歴史，社会学，スペイン語のい

ずれか(/)]が攻部門で取得しなけれげならない。現在この

センクーに統括されている諸計画は次ページの表のとお

りである。

NDEA Program は Na1ional Defon氾 Education

Act第 6条に基づき，教育庁にあたる Officeof E<luca-

tion・ がこのセンクーに対し，ラテン・アメリカ地域研究

および語学研究に従事する大学院生に研究演金として奨

学金を支給する。この計画は1962年に開始された。

Caribbean Research Programはロックフェラー財団

の貸金提供によって， 1961年から開始されたもので，カ

リビアi1iJ地方の諸問題の研究を促進するため大学院生に

対する奨学金，研究者に対して研究1けおよびl忍！芯購入の

沢金を提供する。

SORO計画は，ワシントンの AmericanUniversity 

に設似されている SpecialOperation R邸坦rchOffice 

と契約して，一種の委託研究を行なう。すでに，政治に

おける軍部の機能に候lしてのケース・スクディが，アル
ゼンチン，コロンピア， ドミニカ，メキシコ，ペルーの

5カ国についてI開始された。マキャリスター教授はこの

部門の権威者の 1人であり，特に力をいれており，成果

が期待されている。

Conference on the Caribbean は主要な国際的活動

として，今後も行なわれる。直接かつ実際上の運‘菌は従

来どおりウィルガス教授が行なう。 『ラテン・アメリカ

経済研究事↑li』を補足 (81ベージ参照）すれば，その後

1959年から63年までに，

X. The Caribbean : Contemporary Education 

XI. The Caribbean : The Central American Area 

XII. The Caribbean: Contemporary Colombia 

XIII. The Carib¥.>ean: Venezuelan Development, A 

Case Study 

XIV. The Caribbenn: Contemporary・ Mexicoの各

テーマで会蹄が開かれており，本年疫は，

XV. The Caribbean: Its Health Problemsという

テーマで行なわれる。 II乍年の在の会議は筆者も傍聴した

が，メキシコの学者がアメリカ人の学者に鋭く反論する

珈面が見られ，地城研究における biasについて考えさ

せられた。 1{II団の研究であれ外匝lの研究であれ，それぞ

れの研究に盲点があり， しかもそれが案外基礎的な1hjI俎
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に関する信条から派生していることがあると、思われた。

「平和部隊 (PeaceCorp)」に対する参加は，このセンク

ーの軍要性を物語っている。マキャリスター教授と91姜学

部のヨーク教授(Dr.E. T. York, Prov_ost of the Agri・

cultural Development)の発案から，「平和部隊」本部と

の契約が本年2月に成立したもので，本年炭はプエルト

・リコにある 1・ レイニング・センターに43名の志穎者と

14名の教授が派造される予定である。来年度からは，フ

ロリダ大学でも志顧者の乱11錬が行なわれるという。刹ll純

をおえた隊員はドミニカの股村開発計両に参加する。マ

キャリスター教授がそのために地域研究を統括すること

になっている。学生の間ではかなり関心が商く，卒業後

「平和部隊」にはいって「ラテン・アメリカを助けたい」

というムードはかなり強い。センタとしては，平和部隊

に参加した学生が大学院にはい9，その経験を生かして，

ラテン・アメリカ研究に従事することを希望しているが，

その意味でもこの計画は重要であろう。

経済学のプラッドベリー教授 (R.W. Braclburey)，地

理学のクリスト教授(RaymondE. Crist)，政治学のダウ

アー教授 (M.J. Dauer)，キャンター教授 (H.Kantor 

人類学のスミス教授(T.L. Smith)などが主要なスタッ

フである。

ラテン・アメリカ経済関係のコースには， ‘‘Tradeancl 

Industry", "Financial Institution of Latin America", 

"Economy of Spanish Amcricn", "Economy of Brazil" 

などがある。なお，このセンターの弱点はラテン・アメ

60 

|--
- AKI I 
I 

リカの老古拳教育，音楽に1甚lするコースがないことだ

といわれている（木年5月にこのセンクーに関するカク

ログが発行されたので，詳細はそのカタログを参照さ

れたい）。出版活動における変化としては， JourII(ll()f 
恥 ter-AmericanStudiesが6月頃（也大学に移管される

ことが特策されよう。

歴史学部もフロリダ大学のラテン・アメリカ研究の曲

要な一猿となっている。現在の学部長は東洋史のハリソ

ン教授 (Dr.John A. Harri~on) であるが，ラテン・ア

メリカ研究センター所長のマキャリスクー教授やウィル

ガス教授をはじめ，ラテン・アメリカの歴史研究が盛ん

である。大学院のセミナーは 1クラス 8~15人で構成さ

れ，相当な拡の課題が学生に与えられ真剣に行な・われて

いる。昨年プッシュネル神教授 (Or.David Bushnell, 

Associate Professor)がスタッフに加わった。専門は独

立期のコロンビアで，主著は ThcSaIliaIIdcr l煉igiIl1C

切 GranColombiaである。なお，ゥースター教授は昨

年 TexasChristian Universityに移っている。アーネ

ード教授も FloridaSouthern Universityに移った。

この大学の図苦館 (GeneralLibrary)はラテン・アメ

リカ全般，特に社会科学方而に関する撒備された蔵栂「現

在約10万点と推定される）を持つ。災料収集の疸点はカ

リプ海諸国（柏民地，ギアナを含む）の文歯である。こ

の図柑館は早くからスペイン統治下にあったフロリダと

カリプ悔地~I界に関する文芯のすぐれたコレクションを持

っていたが， 1952年にアメリカ内の固芯館の自発的な協
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定」ファーミントン計画(FarmingtonPlan)に参加，一

定の地城を担当して淡料収集に努力を集中することにな

った。そのほか，熱帯股業に関する文献もすぐれたコレ

クションであるといわれている。ラテン・アメリカ関係

の図杏収集にあたっているのは， ReferenceDepartment 

のMissIrene ZimmermanとMissSuzanrie Hodgeman 

の両氏である。中年を過ぎた両氏が非常に精力的に拗い

ているのに感心させられた。収梨のために屈杏館員を派

述するようなことはまれで，現地調査を行なう研究者に

購入を委任することになっている。ラテン・アメリカ関

係の図術収集の年問予箕は 1.5~2万ドルである。 カタ

ログの作成にキューバ人（特に婦人）が多く採用されて

いるのが目立つ。図密館ではスペイン語がかなり通用し

ている。

この図杏館のほかに各学部が独立した図瞥館を持って

いるが，法学部 (LawSchool)の図術館はラテン・アメ

リカ法に関する蔵甚を多く持ち，特にプラジル法に重点

がおかれている。農学部はラテン・アメリカの股業関係

の文献をかなり多く所蔵している。

University of Florida Pressは権威のある IfaII(IImok

of Latin American Studie.-.の出版者として知られてい

る。 LatinAmcrica9I MoIIogl・aph Sericsの刊行も続け

られている。 CaribbeanConfe心IICcscrie．ゞ も特色のあ

る出版物である。その他フロリダ大学のスタッフおよび

著名な学者によるラテン・アメリカ関係のものが相当数

刊行されている。詳細はカタログを参照されたい。外国

に対する出版物の発送は， Fetter& Simons, Inc., 31 

Union Square, New York 3, New Yorkが担当してい

る。

（当研究所）段且 ll1田陸男）
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